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第２５回西和賀町議会定例会 

 

令和５年３月１７日（金） 

 

 

午後 １時００分 開   議 

議長  出席議員数は11名であります。 

  早川久衞君から欠席の旨の届出があり、これ

を受理しております。 

  会議は成立をしております。 

  これから本日の会議を開きます。 

  議事日程は印刷配付のとおりであります。 

  内記町長並びに柿崎教育長より説明員として

出席する旨の届出のあった者の職氏名について

は、着席のとおりでありますので、呼称は省略

しますが、これを受理いたしました。 

  ここで町長より行政報告のための発言を求め

られておりますので、この際これを許します。 

  内記町長。 

町長  それでは、私から行政報告を１件申し上

げます。 

  令和５年度における西和賀さわうち病院の医

師体制につきまして、医師の異動がございまし

たので、報告いたします。内科医長の熊谷和也

医師でございますが、この３月末をもって退職

されることとなりました。昨年５月から11か月

という短い期間ではありましたが、高齢者が多

い本町で大きな役割を果たしていただきました。

４月からは、秋田県秋田市にある中通総合病院

において、先生が専門としております心臓血管

外科に勤務されると伺っております。これまで

のご労苦に感謝するとともに、今後一層のご活

躍をご期待申し上げます。 

  続いて、熊谷医師の後任として、４月から岩

手県のご配慮により県派遣医師が着任する予定

であります。現在、県との間で職員派遣に関わ

る契約手続を行っているところであり、氏名等

についてはまだ公表することはできませんが、

総合診療を専攻している先生であると伺ってお

ります。 

  なお、北村総括院長につきましては、令和５

年度も常勤での勤務をお願いしておりますので、

小原院長を含めて常勤医師３名、非常勤医師１

名での診療体制となるものであります。 

  このほか、整形外科や小児科などの専門診療

科につきましては、これまでと同様に外部から

の診療応援をいただきながら、地域医療の確保

に努めてまいりたいと思っております。 

  私からは、以上行政報告１件であります。ど

うぞよろしくお願いいたします。 

議長  これで行政報告を終わります。 

  直ちに日程に従って議事を進めます。 

  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第118条の規定に

よって、１番、刈田敏君を本会期中の会議録署

名議員に追加指名いたします。 

  日程第２から日程第10までの令和５年度予算

議案については、予算審査特別委員会を設置し、

審査に当たっていただいたわけですが、予算審

査特別委員会委員長の栁沢安雄君より審査終了

の旨の届出があります。委員長より審査につい

ての報告を求めます。 

  予算審査特別委員会委員長、栁沢安雄君。 

３番  それでは、これから予算審査の委員長報

告をさせていただきたいと思います。 

  令和５年３月２日に予算審査特別委員会に付

託されました一般会計予算ほか６特別会計予算

及び２事業会計予算の審査結果を報告いたしま

す。 

  審査の結果は、議案第21号から第29号までの

全予算を原案のとおり可決すべきと決定いたし
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ました。 

  予算審査特別委員会における審査の経過につ

いて、ご報告を申し上げます。令和５年度の予

算額は、一般会計が67億4,300万円と昨年度よ

り２億5,900万円の増、全９会計の予算額を合

計すると115億1,551万円と、昨年度比３億

6,992万円の増となっております。 

  申し述べるまでもなく、地方公共団体におけ

る予算とは、各種の行政サービスを計画的に行

うための一会計年度における収入と支出の見積

書であり、その予算の議決は地方自治法に規定

された議会の権限の中でも極めて重要な議決事

項の一つに定められております。 

  各委員とも、これらのことを深く認識し、各

会計の予算について慎重かつ精力的に審議を重

ねましたが、その結果については先ほど報告し

たとおり全議案原案どおり可決すべきと決定し

た次第であります。 

  以上のことを踏まえ、委員会の審査の過程に

おける出された主な事業について、委員長とし

ての所感を交えながら述べさせていただきたい

と思います。 

  初めに、まち・ひと・しごと創生総合対策事

業1,646万4,000円の事業においては、主に地域

商社推進事業委託費、地域おこし協力隊採用事

業委託費を計上しており、第２期総合戦略にお

ける地域商社の設立に関しては、これまでも地

域商社機能を果たしてきた産業公社の体制の強

化とし、総務省の地域おこし協力隊制度を活用

した人材確保とその育成に努め、各種団体、個

人等の連携により営業企画力、情報発信力の強

化を図り、町の資源を活用した特産品を開発・

ブランド化による付加価値の向上、販路開拓等

による外貨の獲得から経済循環の促進を町全体

で目指すとしています。地域商社事業を推進す

るためには、優秀な地域おこし協力隊という外

部人材の活用に期待するところであります。 

  次に、農業振興センター活動推進事業864万

6,000円の事業については、農業振興センター

はリンドウの独自品種の開発を中核事業として

スタートしているが、最終的には農業全般の振

興を図ることを目標としております。農業全般

への課題意識を持って取り組んでいる。その一

つとして多面的機能支払いの事務支援を通じ、

農村地域の振興に役立っており、現在株式会社

山の幸王国のあり方を検討し、公益性の高い事

業については農業振興センターで担えないもの

かも含め検討しているとのこと。ぜひとも農業

全般に役立つセンターとして、課題解決に向け

取り組んでいただきたいと思います。 

  次に、観光費臨時事業3,782万7,000円のうち

温泉開発事業費補助金2,000万円は、令和３年

度までは温泉掘削をメインとした補助制度だっ

たものを、補助要綱の改正を行い、一定の条件

により民間温泉源泉施設の改修費にも活用でき

るようにしたことは、当町の豊かな温泉資源を

利用し、民間温泉のさらなる活性化につながる

事業であり、観光振興に向け、大いに期待する

ところです。 

  次に、雪国文化研究所管理運営費 4 3 2万

8,000円は、例年どおり、雪国文化研究所の管

理運営に要する経費の計上であります。令和５

年度の主な取組は、雪を中核とする地域ブラン

ド、具体的にはユキノチカラプロジェクトと雪

国文化研究所のコラボレーションについて協議

を継続していくもので、雪国文化研究所が蓄積

してきた研究成果を商品の裏づけとし、ブラン

ドの信頼度向上の取組など雪をテーマにした活

動の広がりによる志賀来地域の活性化に向けた

取組について検討を行う予定とし、関連する予

算については協議、研究の中で具体的になった

段階での予算計上を考えているとのことでした。

領域の垣根を超えた取組を進めていただきたい

と思います。 

  次に、新型コロナウイルスワクチン接種事業

1,845万2,000円は、ワクチン接種１回分の予算

を計上したものであり、国の方針が決定された

ことから、６月補正予算に追加費用を予算計上
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するとのことでした。 

  ワクチン接種に当たっては、町内の医療機関

での個別接種とさわうち病院で行う集団接種を

行い、65歳以上の方、基礎疾患のある方、高齢

者施設や医療機関に従事している方は２回接種

を予定し、12歳以上の方は１回接種を予定する

とのこと。引き続き感染拡大の防止と、ワクチ

ン接種を円滑に行うために体制確保に努めてい

ただくようお願いするものでございます。 

  次に、豪雪地帯安全確保事業1,250万円につい

て、雪のある冬の暮らしをよりよくしていくこ

とが暮らしの質を高める上で大変重要なことで

あると捉え、雪対策、除雪方針についての基本

的な考え方などを西和賀町地域安全克雪方針と

してまとめ、それに基づき施策の実施を図ると

ともに、雪対策に係る専門の担当者を配置する

とのことでした。行政、地域、各家庭それぞれ

の役割と協働のあり方、除雪に係る地域運営上

のノウハウや除雪技術等の情報整理を行いなが

ら、よりよい雪国の暮らしづくりへの町の取組

に期待するところでございます。 

  次に、中学校部活動指導員配置事業278万

4,000円については、両中学校に各４つの部が

あり、計８名の部活動指導員を配置し、部活動

指導者謝金として平日は２時間の指導分を学務

課で予算計上し、休日の指導分として生涯学習

課の地域スポーツ活動体制整備事業のうち

215万9,000円を予算計上しており、令和５年度

から令和７年度にかけて中学校の部活動の地域

移行が進められるとのこと。この２つの事業の

連携により、中学校教員の負担軽減が図られる

とともに、生徒にとってこれまでと同様に部活

動の練習時間の確保ができ、順調に部活動の練

習、大会参加ができることを期待するものです。 

  次に、文化創造館改修事業9,200万円は、舞台

照明設備改修工事費として、平成５年の開館か

ら29年間を経過した文化創造館について、耐用

年数の超過が著しい舞台照明調光器盤を改修し

ようとするものです。 

  多額の改修費用計上に当たって、この施設の

今後のあり方についても議論されました。町と

しては、この施設を住民が文化芸術に触れたり、

参画することで生きがいを感じるとともに、ギ

ンガク事業等で町に若者を多数呼び込むなど、

他地域との差別化が図られる施設であるとの認

識に立ち、今後はその波及効果から地域経済や

文化芸術を用いた地域住民への福祉向上にも寄

与できる施設を目指そうとする基本方針を定め

ています。 

  その基本方針の実現に向けては、専門的知識

を有した人材の確保が重要と考えられます。銀

河ホールの存在は、様々な人と人や、人と町を

つなぐ媒介となるものの一つとして大事な町の

宝であります。この銀河ホールの施設を維持す

るための改修費、維持管理費について、また運

営方法については引き続き十分な検討を重ねて

いただきたいと思います。 

  最後に、令和５年度の予算編成に当たっては

中期財政計画を基に予算編成されており、第２

次西和賀町総合計画後期基本計画に掲げる施策

の実現に向け、限られた財源を効率的かつ効果

的に予算執行し、その成果に期待するものであ

ります。 

  完全な終息まではまだまだ時間がかかるもの

と思われる新型コロナウイルス感染症の影響や

世界情勢が起因する経済動向は不安定なものと

なっております。引き続き、不安を抱く町民、

事業者に対しまして特段のご配慮をお願いいた

します。 

  また、町当局におかれましては、審査の過程

で委員各位から出されました質疑、意見等につ

いては十分に意を用いられ、令和５年度の予算

執行に当たっていただくことを強く要望し、予

算審査特別委員会の委員長の報告とさせていた

だきます。 

議長  委員長は委員長席にお座りください。予

算審査特別委員会委員長の報告が終わりまし

た。 
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  議長を除く議員11人で審査をしたわけであり

ますが、この際質疑がありましたら質疑を許し

ます。 

  なお、質疑は予算審査の経過と結果に対する

質疑に限られますので、念のため申し添えます。 

  質疑ありませんか。 

（なしの声） 

議長  質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。委員長は自席にお戻りください。 

  それでは、順次日程に従いながら進めますが、

討論と採決はそれぞれ予算議案ごとに行います。 

  日程第２、議案第21号 令和５年度西和賀町

一般会計予算について討論に入ります。通告の

あった方は３名であります。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

  髙橋輝彦君。 

６番  皆さん、こんにちは。髙橋輝彦でござい

ます。私は、令和５年度一般会計当初予算に対

し、賛成の立場で討論させていただきます。 

  令和５年度一般会計当初予算は67億4,300万

円、前年度と比べ２億5,900万円増となってお

ります。今後、国庫支出金等が削減される見通

しの中で、特殊要因があるとはいえ、当初予算

段階で削減すべきものがもっとなかったのか、

検証する必要があるのだろうというふうに思っ

ております。 

  特殊要因の主なものとして、文化創造館改修

事業が挙げられておりますが、そのほかにもふ

るさと納税推奨事業、まち・ひと・しごと創生

総合対策事業、西和賀高校魅力化支援事業、中

学校部活動指導員配置事業などなど待ったなし

の事業が山積みとなっております。今回の予算

審査特別委員会においても、例年どおり「検討

します」との答弁が多かった印象がありますが、

行政のいう検討はやらないことだということが

私たちの中では通例となりつつあります。 

  議員も検討事案については一つ一つ検証して

いくべきであったわけですが、そんな中で本年

１月末、ついに町の人口は5,000人を切ってし

まいました。町の総合計画後期基本計画は、令

和５年度から３か年の計画であります。その中

でもやはり検討していくとの文言があります。

検討は必要なことではありますが、西和賀町は

即断即決、即実行しないと、町民がいなくなっ

てしまってからでは全く意味がありません。当

初予算は、ガソリン燃料であります。今の車の

エンジンは性能がよく、長時間の検討という名

の短期運転はむしろ燃料の無駄遣いになりかね

ません。町長の的確な方向指示とハンドルさば

きでまずバスは走り出さないと、エンジンもア

クセルもブレーキも必要なくなってしまいます。

内記町政に燃料を満タンに注入したいと思いま

す。ぜひ不完全燃焼することなく、コスパのよ

い完全燃焼でもって数々の課題の山をどんどん

越えていただくことを期待し、賛成討論といた

します。 

議長  次に、原案に反対者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

  髙橋和子君。 

４番  令和５年度一般会計に対しまして賛成討

論を行います。 

  一般会計は予算額が、先ほどお話にあったよ

うに、67億4,300万円でございます。町税など

の自主財源が22.5％であり、地方交付税は57％

となって大変厳しい予算であることはこれまで

と変わりないと思います。この予算審議、各課

ごとにいたしましたが、全体的に捉えてみます

と、町民の暮らしや健康や教育を守り、借金を

返済していくということでございます。そのた

め、総合計画や調査もあり、老朽化した各種施

設の修繕にも多額を要する大変厳しい状況に置

かれてはおります。 

  人口が減る分、行政の目が届きやすいと捉え

て、一つ一つの課題にしっかりと向き合って対

応していただきたいと思っております。特にも



- 297 - 

若い世代をしっかり受け止めて、希望を失って

町を去ることのないように、信頼を受けるよう

に努めて、元気に町へ定着し、しっかり子育て

をして、やがて町の中堅となってまちづくりに

取り組んでもらえる人材として投資する意味合

いを持ちながら、実施していくべきではないか

と思います。そして、そのためには子育ての負

担を極力なくす、保育料や学校給食費、学童保

育、国保の子供の均等割などをなくして、子育

て日本一の町、それぐらいの気持ちで打ち出し

てやっていただきたいなと思います。元気な子

供の声があちこちに響くようにしたいものです。

そのためには、もっと環境的にも考慮する必要

があります。住居問題や、さらに町民みんなで

若い世代が入ってこられたらお世話するような、

行き届くような、愛情を持って接すること、こ

ういうことを町民の皆さんで話し合って実践し

ていければいいなと思っております。 

  高齢者に対しては、生きがいを持ち、できる

だけ身辺の自立ができるように、早め早めの対

応をしていただきたいと思います。そして、90代

でも介護度が２以下になるように、目標を定め

て町民とともに取り組んでいこうではありませ

んか。頑固でもかくしゃくとして、元気に沢内

通りを闊歩している、そういう100歳、町民を

目指して取り組んでいきましょう。町長には、

深澤旧沢内村村長の「国がやらないなら私がや

りましょう。国は後からついてくるでありまし

ょう」と語った地方自治の精神を受け継いでい

ただきまして、そして実施されて、独自の子供

の行政を実現されるように求めて、私の討論と

させていただきます。 

議長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

  １番、刈田敏君。 

１番  刈田敏です。議案第21号 令和５年度西

和賀町一般会計予算について、原案に賛成の立

場で討論いたします。 

  令和５年度一般会計予算67億4,300万円、前年

比では２億5,900万、４％の増額となっており

ます。その要因として、文化創造館改修事業、

これは銀河ホールの舞台照明設備改修工事、そ

して町営大沓団地改修工事が主なもので、性質

別では人件費、物価高騰による物件費、町道除

排雪に関わる維持補修費が伸びている原因とし

て挙げられます。現状として、少子高齢化の中、

急速に加速している人口減少、まだ続くと見ら

れる新型コロナウイルス感染症対応、産業の振

興と活性化等の問題は山積みでありますが、当

局には着実、精力的に公正、適切、効率的、効

果的な財政運営を進めていただきたいと思いま

す。 

  様々な事業の中で、２点について申し上げた

いと思います。文化創造館改修事業について様

々な議論がなされたわけですが、今後は銀河ホ

ール運営のあり方を含め、これまでの実態をさ

らに分析し、有効的に活用されるよう強く望む

ものです。銀活の活動をさらに進化させること

で、全国から注目されているこの施設を移住定

住促進、産業の振興、住民の福祉向上に向け運

営していくことは、全町民が望んでいることと

肝に銘じていただきたいと思います。 

  もう一点について、移住・定住促進事業につ

いてでありますが、1,000万円ほどの事業費の

中に奨学金返還支援補助金600万があります。

奨学金の返還に対する補助ですが、金額的なこ

ともあるように思いますけれども、この補助金

を利用することで様々によい状況が生まれてく

るように私は思います。転入者数100人を目標

に事業を推進していただきたいと思います。 

  最後に、全体を通してでありますが、これま

でも度々申し上げていますが、慎重であること

は必要です。しかし、今の人口の減り方から見

れば間に合わないと感じます。限られた財源で

必要な政策を効果的に、各事業の進め方を検討

してください。スピードは命。議案第21号 令

和５年度西和賀町一般会計予算について賛成討

論といたします。 

議長  次に、原案に賛成者の発言を許します。
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ありませんか。 

（なしの声） 

議長  これで討論を終わります。 

  これから表決に入ります。 

  議案第21号 令和５年度西和賀町一般会計予

算についてを採決します。 

  本予算に対する委員長の報告は可決すべきと

するものであります。 

  本予算に対する委員長の報告のとおり、可決

することに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

議長  起立全員であります。 

  したがって、本予算については委員長の報告

のとおり可決することで決定しました。 

  続いて、日程第３、議案第22号 令和５年度

西和賀町国民健康保険特別会計予算について討

論に入ります。通告のあった方は１名でありま

す。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  続いて、髙橋和子君より通告がありまし

たので、討論を許します。 

  髙橋和子君。 

４番  国民健康保険特別会計予算に対して賛成

の討論を行います。 

  私は、平成７年から議場に足を踏み入れてお

りますが、国民健康保険の会計に賛成するのは

初めてかもしれません。今議会において国民健

康保険の賦課方式を４方式から３方式へ改正し

ました。内容は、応能割のうち資産割をなくす

ということでございます。これは、被保険者の

固定資産に課税されている税額に応じて賦課さ

れるものでございました。今回は、併せて医療

分の均等割を１人１万9,000円から１万3,500円

として、１人5,500円減額するということでご

ざいました。結果的には、所得割と均等割と平

等割の３方式の課税となったということでござ

います。これは、例えば40歳以上のご夫妻で11歳

と３歳の子供の４人世帯の場合では、営業所得

300万円が夫の収入で、妻はゼロという考え方

でございます。固定資産税が10万円だと見てお

りまして、これまでは年間46万4,500円の国保

税でございました。今度は改正によりまして、

40万300円となります。年間で６万4,200円の減

額となりまして、大変被保険者の皆さんは楽に

なるという思いがいたします。 

  しかし、それでも300万円所得のうちで40万円

の国保税は、まだまだ楽ではない大きな負担で

あることには変わりはないと思います。基金に

ためる前に、被保険者の負担軽減をすべきだと

私は思います。特に子供の均等割は、２人分な

らば４万1,875円となるようでございますので、

子育て世帯でこれが免除されましたら、これを

子育てのほうに回せるのではないでしょうか。

この先ぜひとも子供の均等割、ご検討されます

ことを求めて、私の賛成の討論とさせて、終わ

りたいと思います。 

議長  次に、原案に賛成者の発言を許します。

ございませんか。 

（なしの声） 

議長  これで討論を終わります。 

  これから表決に入ります。 

  議案第22号 令和５年度西和賀町国民健康保

険特別会計予算についてを採決します。 

  本予算に対する委員長の報告は可決すべきと

するものであります。 

  本予算に対する委員長の報告のとおり可決す

ることに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

議長  起立全員であります。 

  したがって、本予算については委員長の報告

のとおり可決することに決定しました。 

  続いて、日程第４、議案第23号 令和５年度

西和賀町後期高齢者医療特別会計予算について

討論に入ります。通告はありませんが、討論の

ある方はこれを許します。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。 

（なしの声） 
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議長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  これで討論を終わります。 

  これから表決に入ります。 

  議案第23号 令和５年度西和賀町後期高齢者

医療特別会計予算についてを採決します。 

  本予算に対する委員長の報告は可決すべきと

するものであります。 

  本予算に対する委員長の報告のとおり可決す

ることに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

議長  起立全員であります。 

  したがって、本予算については委員長の報告

のとおり可決することに決定しました。 

  続いて、日程第５、議案第24号 令和５年度

西和賀町介護保険特別会計予算について討論に

入ります。通告はありませんが、討論のある方

はこれを許します。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  これで討論を終わります。 

  これから表決に入ります。 

  議案第24号 令和５年度西和賀町介護保険特

別会計予算についてを採決します。 

  本予算に対する委員長の報告は可決すべきと

するものであります。 

  本予算に対する委員長の報告のとおり可決す

ることに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

議長  起立全員であります。 

  したがって、本予算については委員長の報告

のとおり可決することに決定しました。 

  続いて、日程第６、議案第25号 令和５年度

西和賀町下水道事業特別会計予算について討論

に入ります。通告はありませんが、討論のある

方はこれを許します。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  これで討論を終わります。 

  これから表決に入ります。 

  議案第25号 令和５年度西和賀町下水道事業

特別会計予算についてを採決します。 

  本予算に対する委員長の報告は可決すべきと

するものであります。 

  本予算に対する委員長の報告のとおり可決す

ることに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

議長  起立全員であります。 

  したがって、本予算については委員長の報告

のとおり可決することに決定しました。 

  続いて、日程第７、議案第26号 令和５年度

西和賀町農業集落排水事業特別会計予算につい

て討論に入ります。通告はありませんが、討論

のある方はこれを許します。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  これで討論を終わります。 

  これから表決に入ります。 

  議案第26号 令和５年度西和賀町農業集落排

水事業特別会計予算についてを採決します。 

  本予算に対する委員長の報告は可決すべきと

するものであります。 

  本予算に対する委員長の報告のとおり可決す

ることに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

議長  起立全員であります。 

  したがって、本予算については委員長の報告

のとおり可決することに決定しました。 

  続いて、日程第８、議案第27号 令和５年度

西和賀町温泉事業特別会計予算について討論に

入ります。通告はありませんが、討論のある方

はこれを許します。 
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  まず、原案に反対者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  これで討論を終わります。 

  これから表決に入ります。 

  議案第27号 令和５年度西和賀町温泉事業特

別会計予算についてを採決します。 

  本予算に対する委員長の報告は可決すべきと

するものであります。 

  本予算に対する委員長の報告のとおり可決す

ることに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

議長  起立全員であります。 

  したがって、本予算については委員長の報告

のとおり可決することに決定しました。 

  続いて、日程第９、議案第28号 令和５年度

町立西和賀さわうち病院事業会計予算について

討論に入ります。通告はありませんが、討論の

ある方はこれを許します。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  これで討論を終わります。 

  これから表決に入ります。 

  議案第28号 令和５年度町立西和賀さわうち

病院事業会計予算についてを採決します。 

  本予算に対する委員長の報告は可決すべきと

するものであります。 

  本予算に対する委員長の報告のとおり可決す

ることに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

議長  起立全員であります。 

  したがって、本予算については委員長の報告

のとおり可決することに決定しました。 

  続いて、日程第10、議案第29号 令和５年度

西和賀町水道事業会計予算について討論に入り

ます。通告はありませんが、討論のある方はこ

れを許します。 

  まず、原案に反対者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  次に、原案に賛成者の発言を許します。 

（なしの声） 

議長  これで討論を終わります。 

  これから表決に入ります。 

  議案第29号 令和５年度西和賀町水道事業会

計予算についてを採決します。 

  本予算に対する委員長の報告は可決すべきと

するものであります。 

  本予算に対する委員長の報告のとおり可決す

ることに賛成の方は起立を願います。 

（賛成者起立） 

議長  起立全員であります。 

  したがって、本予算については委員長の報告

のとおり可決することに決定しました。 

  ここで１時55分まで休憩いたします。 

午後 １時４３分 休   憩 

午後 １時５５分 再   開 

議長  休憩を解き会議を再開します。 

  続いて、日程第11、同意第１号 西和賀町人

権擁護委員候補者の推薦につき意見を求めるこ

とについてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内記町長。 

町長  ただいま上程になりました同意第１号 

西和賀町人権擁護委員候補者の推薦につき意見

を求めることについて提案理由を申し上げます。 

  西和賀町人権擁護委員の候補者の推薦につい

て、人権擁護委員法第６条第３項の規定により、

議会の意見を求めるものであります。 

  氏名、髙橋範子。生年月日、昭和25年４月15日、

72歳。住所、西和賀町槻沢28地割59番地。 

  髙橋範子さんは、平成26年４月１日から人権

擁護委員として活動しており、相談業務をはじ

め人権啓発活動も意欲的に行っており、人柄も

誠実で、責任感もあり、地域住民からも信頼さ

れていることから、人権擁護委員に適任であり
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ます。令和５年７月１日からの任期ですが、候

補者の推薦後、法務大臣から委嘱の発令をされ

るまで期間を要することから、今議会で意見を

お願いするものであります。 

  以上で提案理由の説明を終わりますので、ご

審議の上、原案のとおりご同意くださいますよ

うお願い申し上げます。 

議長  提案理由の説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑を許します。 

（なしの声） 

議長  質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。 

  討論を省略し、表決に入ることについて異議

ありませんか。 

（異議なしの声） 

議長  異議なしと認め、直ちに表決に入ります。 

  これから表決を行います。 

  同意第１号 西和賀町人権擁護委員候補者の

推薦につき意見を求めることについてを採決し

ます。 

  髙橋範子氏を推薦することに同意する方は起

立を願います。 

（賛成者起立） 

議長  起立全員であります。 

  したがって、本案は同意することに決定しま

した。 

  ここで議案配付のため暫時休憩します。 

午後 １時５７分 休   憩 

午後 １時５９分 再   開 

議長  休憩を解き会議を再開いたします。 

  続いて、日程第12、同意第２号 西和賀町教

育委員会の教育長の任命に関し同意を求めるこ

とについてを議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内記町長。 

町長  ただいま上程になりました同意第２号 

西和賀町教育委員会の教育長の任命に関し同意

を求めることについて提案理由を申し上げます。 

  西和賀町教育委員会の教育長の任命に関し、

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第４

条第１項の規定により同意を求めるものであり

ます。 

  氏名、柿崎肇。生年月日、昭和35年３月２日、

63歳。住所、秋田県横手市条里１―16―14。 

  柿崎肇さんは、令和２年４月１日から教育長

として任期３年１期を務めていただいており、

令和５年３月31日に任期を終えることから、再

度教育長にお願いするものであります。 

  柿崎さんは、これまでの教育長としての経験、

知識を生かしていただき、教育行政の発展に寄

与いただくことを期待するものであります。ま

た、今後の西和賀町の教育のあり方、方針を議

論していく上で必要不可欠な存在であります。 

  任期は、令和５年４月１日から令和８年３月

31日までです。 

  西和賀町の教育長として最適任者であります

ことを申し添え、ご同意いただきますようお願

い申し上げ、提案理由の説明を終わります。 

議長  提案理由の説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑を許します。 

（なしの声） 

議長  質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。 

  討論を省略し、表決に入ることについて異議

ありませんか。 

（異議なしの声） 

議長  異議なしと認め、直ちに表決に入ります。 

  これから表決を行います。 

  同意第２号 西和賀町教育委員会の教育長の

任命に関し同意を求めることについてを採決し

ます。 

  柿崎肇氏を任命することに同意する方は起立

を願います。 

（賛成者起立） 

議長  起立全員であります。 

  したがって、本案は同意することに決定しま

した。 

  ここで議案配付のため暫時休憩します。 
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午後 ２時０２分 休   憩 

午後 ２時０３分 再   開 

議長  休憩を解き会議を再開いたします。 

  続いて、日程第13、同意第３号 西和賀町監

査委員の選任に関し同意を求めることについて

を議題とします。 

  提案理由の説明を求めます。 

  内記町長。 

町長  ただいま上程になりました同意第３号 

西和賀町監査委員の選任に関し同意を求めるこ

とについて提案理由を申し上げます。 

  西和賀町監査委員の選任に関し、地方自治法

第196条第１項の規定により同意を求めるもの

であります。 

  氏名、菅原利明。生年月日、昭和29年１月11日、

69歳。住所、西和賀野々宿62地割155番地。 

  菅原利明さんは、西和賀野々宿在住で、昭和

47年４月、旧湯田町役場に就職し、平成26年３

月に西和賀町役場を定年退職されるまでの42年

間、役場職員として勤務され、企画課長、観光

商工課長、総務課長を務められるなど、長年に

わたり町行政運営の中心的役割を担ってきた方

であります。町の財務管理や行政運営全般にわ

たり、優れた識見を有する方であることから、

監査委員として適任であると考えております。

これまでの役場職員としての豊富な経験を生か

し、町が今後取組を進める内部統制制度への適

正な指導を含め、監査委員としての立場で町政

の発展に寄与いただくことを期待する期待する

ところであります。 

  任期は、令和５年５月９日から令和９年５月

８日までです。 

  ご同意いただきますようお願い申し上げ、提

案理由の説明を終わります。 

議長  提案理由の説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑を許します。 

（なしの声） 

議長  質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。 

  討論を省略し、表決に入ることについて異議

ありませんか。 

（異議なしの声） 

議長  異議なしと認め、直ちに表決に入ります。 

  これから表決を行います。 

  同意第３号 西和賀町監査委員の選任に関し

同意を求めることについてを採決します。 

  菅原利明氏を任命することに同意する方は起

立を願います。 

（賛成者起立） 

議長  起立全員であります。 

  したがって、本案は同意することに決定しま

した。 

  続いて、日程第14、発議第１号 西和賀町議

会の個人情報の保護に関する条例を議題としま

す。 

  発議提案者として髙橋到君から提出されてお

りますが、その写しについてはお手元に配付し

ております。 

  本案について提案理由の説明を求めます。 

  髙橋到君。 

５番  発議第１号、令和５年３月17日提出。西

和賀町議会議長、髙橋雅一殿。提案者、西和賀

町議会議員、髙橋到、賛成者、西和賀町議会議

員、北村嗣雄であります。 

  西和賀町議会の個人情報の保護に関する条

例。 

  上記の議案を別紙のとおり地方自治法第

112条及び西和賀町議会会議規則第14条の規定

により提出します。 

  提案理由とその内容について説明をいたしま

す。提案理由は、西和賀町個人情報保護条例の

廃止に伴い、西和賀町議会における個人情報の

適正な取扱いに関し必要な事項を定めようとす

るものであります。 

  次のページを御覧ください。条例の内容につ

いて説明をいたします。第１章、第１条から第

３条では本条例の目的、使用する用語の意義、

議会の責務など総則について、第２章、第４条
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から第17条では個人情報の取扱いについて、第

３章、第18条では個人情報ファイル簿について、

第４章、第19条から第47条では議会が保有する

個人情報の開示、訂正、利用停止及び審査請求

について、第５章、第48条から第52条では適用

除外、苦情処理、公表などの雑則について、第

６章、第53条から第57条では罰則についてそれ

ぞれ定めております。 

  次に、附則についてでありますが、この条例

は令和５年４月１日から施行するものでありま

す。 

  以上のとおり提案しますので、ご審議の上、

議員各位のご賛同によりご決定賜りますよう、

よろしくお願いいたします。 

議長  提案者席にお座りください。提案理由の

説明が終わりました。 

  これから質疑を行います。質疑を許します。 

（なしの声） 

議長  質疑なしと認め、これで質疑を終わりま

す。提案者は自席にお戻りください。 

  討論を省略し、直ちに表決に付することにご

異議ありませんか。 

（異議なしの声） 

議長  これから表決を行います。 

  発議第１号 西和賀町議会の個人情報の保護

に関する条例を採決します。 

  本案を原案のとおり決定することに賛成の方

は起立を願います。 

（賛成者起立） 

議長  起立全員であります。 

  したがって、本案は原案のとおり可決されま

した。 

  以上で本定例会の全ての議事を終了しました。 

  今年度の定例会もこれが最後となりました。

高橋三智昭総務課長、加藤真喜子議会事務局長

におかれましては、定年退職ということであり

ます。長い間本当にご苦労さまでした。 

  それでは、これをもって第25回西和賀町議会

定例会を閉会いたします。大変ご苦労さまでし

た。 

午後 ２時１１分 閉   会 

 


